
渋 川 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第２回定例会議) 

 

開 催 日 時 

令和７年９月２５日(木)   

会 議 午後３時から午後４時３０分までの間 

視 察 午後４時３０分から午後５時３０分までの間 

開 催 場 所 
会 議 渋川警察署 大会議室 

視 察 渋川警察署 各課執務室、射撃場及び警察車両 

 

出 

 

席 

 

者 

 

委   員 

(定数１２人) 

髙橋会長 飯島委員 齋藤委員 本多委員 湯本委員 

石関委員 塚越委員 侭田委員 飯塚委員 小鮒委員 

森田委員 

計１１人 

警  察 

佐藤署長 石田副署長 星野警務課長 神宮留置管理課長 

梶原生活安全課長 長井地域課長 並木交通課長 

刑事課課長代理 警務係長 

計 ９ 人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

(1) 会長挨拶 

   第１回の定例会議から３か月が経過し、この間も、昼夜問わず発生する多くの事件や

事故に対応される署長を始め、署員の皆様の御労苦に対し、感謝を申し上げる。 

新聞報道などを目にすると、様々な事件・事故が、毎日のように発生しているところ

であるが、渋川警察署協議会としては、安心して暮らせる渋川・北群馬地区を目指して、

積極的に意見や要望を出していきたいと考える。 

(2) 署長挨拶 

皆様方には、公私ともにお忙しい中、御出席いただき、また、平素から警察行政各般

にわたり、御支援、御指導を賜り、改めて感謝申し上げる。 

 管内の治安情勢については、市民の体感治安指数と言われる刑法犯認知件数、交通人

身事故件数はいずれも増加しているところ、当署としては、引き続き、協議会委員の皆

様を始め、住民の方々の御意見や御要望を、できる限り警察の業務運営に反映させてい

けるよう努力する所存である。 

今後とも、我々警察に対する様々な御意見や御要望など、忌憚のない御意見をいただ

き、これを真摯に受け止め、今後の警察署の業務運営に、積極的に反映させていきたい。 

２ 概要説明事項（説明者 署長） 

(1) 刑法犯認知状況 

(2) 重要犯罪・重要窃盗認知状況 

(3) 主な手口別発生状況 

(4) 特殊詐欺認知状況 

(5) 被害防止活動 

(6) 各市町村の犯罪発生状況 

(7) 交通事故発生状況 

(8) 交通事故抑止活動 

(9) 主な事件・検挙状況 



(10) １１０番通報受理内容 

(11) 警察安全相談受理内容 

３ 協議 

 (1) 意見、要望等（○～委員、●～署長等） 

○ 信号機のある交差点の右折車線で、青信号のところ停止線で停止中、赤になった場 

合、右折できるのは１台のみか。〔質問〕 

  ● 交差点内で赤信号になった場合、速やかに交差点内から離脱することとなっている。 

停止線手前は交差点内にはあたらないので、赤信号に従うこととなり、したがって台 

数ではなく、停止線よりも交差点内に進入しているかどうかという点で考慮すること 

となる。〔回答〕 

  ○ 伊香保地内にある中学校の東側に新しくできた道路の交差点が、見通しが悪く危険 

であるため、カーブミラーを設置していただきたい。〔要望〕 

  ● 設置の必要性を検討の上、必要であれば渋川市に対し設置を促したい。〔回答〕 

○ 上記交差点の西方にある交差点についても、カーブミラーの設置が必要であると思 

われるため、検討してもらいたい。また、停止線が交差点手前３メートルくらいにあ

り、手前すぎるのではないか。〔要望〕 

● カーブミラーについては、上記と同様に検討の上、渋川市に対し設置を促したい。 

また、停止線の位置は、交差点の形状等を考慮した上で設定されているものである 

が、改善が必要であれば道路管理者に要請する。〔回答〕 

  ○ コロナ禍で今までは難しかったが、今後は、交通安全運動のイベントなどで、伊香 

保温泉組合や、女将会として参加したい。〔意見〕 

  ● 各種イベント等では参加依頼をさせていただく。今後とも皆様方のご協力を賜りた 

い。〔回答〕 

  ○ 障害者施設を運営するなかで、障害者の方が所在不明になる事案が発生した際は、 

警察官によって検索、発見をしていただいているが、大変感謝しており、今後ともご 

協力をお願いしたい。〔意見〕 

● 障害者の方の所在不明は、事故遭遇の可能性が高い場合が多いため、今後も適切に 

発見活動を行っていきたい。〔回答〕 

○ 令和７年版群馬県の治安情勢の中で、各署別の刑法犯認知件数と人身事故件数を表 

すグラフの形状がシンクロしているが、理由について聞きたい。〔質問〕 

  ● 検証はなされておらず、明確な回答は困難であるが、各署別管内人口のグラフ形状 

とも類似しているため、発生の原因要素は様々あると思われるが、刑法犯認知件数、 

人身事故件数ともに、人口への依存度が非常に高いと考えられる。〔回答〕 

 (2) 諮問事項 

   「自転車マナーアップ方策」について、委員に諮問した。 

４ 視察等の行事 

  令和７年９月２５日午後４時３０分から午後５時３０分までの間、署内各課及び射撃 

場の視察を行い、白バイ及びパトカーの乗車体験を行った。 

 

 


